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る間（平成 24年 10月～ 25年 9月）の進行中の研究の成果をまとめている。データは来年度中に公開する
予定である。










































　コロケーション研究の始まりは，記述的研究，言語教育に向けた辞書学（斎藤 1907, Palmer 


























解する場合においても，複合単位による表現習得は不可欠である（McCarthy & Carter 2006）。
　Nation（2001）によると，コロケーションは，しばしば文法的・語彙的に予測不可能（unpredictable）
であるため，学習者にとっては誤りやすく，ネイティブらしい自然な表現になりにくいものであ
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る。コロケーションの予測しにくさは，学習する言語と学習者の母語および他言語におけるコロ





























　1980年代に開始された EDR日本電子化辞書プロジェクト（EDR: Japanese Electronic Dictionary 
Research Institute）によって，EDR辞書，コーパスなどが作成され，言語処理の共通データとし
て広く用いられるようになった。計算機用日本語基本辞書 IPAL（IPAL: Information-technology 
Promotion Agency Lexicon）は，1980～ 1990年代に作成された辞書で，基本和語動詞 861語，基
本形容詞 136語，文法的に特徴のある名詞 1081語が収録されている。









する研究（荻野 2008，田野村 2010，2012，茂木 2012，スルダノヴィッチ 2012），コロケーショ
ンに関する学習者用の教材（秋元・有賀 1996，小野他 2010）などが挙げられる。
　コーパスからコロケーションを抽出するツールとしては，「茶漉」（深田 2007），日本語のため
の「スケッチエンジン」（Srdanović et al. 2008，スルダノヴィッチ・仁科 2008，スルダノヴィッ
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から体系的なコロケーションの扱いを教育に導入する必要がある。
　第二言語教育において，高頻度のデータを取り上げるメリットについては，多数の指摘がある。


















　「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（BCCWJ: Balanced Corpus of Contemporary Written Japa-
nese）は，現代日本語の書き言葉を対象として，母集団に対する統計的な代表性を有するサンプ
リングが実施されており，日本語では初となる均衡コーパスとして設計された（前川 2008，山












142 イレーナ・スルダノヴィッチ／国立国語研究所論集 6: 135–161 (2013)
3.2 超大規模ウェブコーパス「JpTenTen」とスケッチエンジン
　100億語の日本語超大規模コーパス JpTenTenは，TenTen群の 1つとして 2011年に構築され











































































いう指摘もある（Nation 2001）。日本語では，松下（2011）が Nationと同じ枠組みで BCCWJの
モニター版を用いて「TM語彙リスト」¹³を作成している。このリストは，一般用のデータとし
ては基本 2500語を含み，総計 20326語である。基本の 2500語のうち，形容詞は 93語である。
この形容詞は最も基本的な高頻度語彙であり，様々なサブコーパスに現れるため早い段階で導入
して学習させることが提言されている。Srdanović（2013）によれば，BCCWJの長単位の形容詞
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　初期のころのコロケーション研究は，統計から見た単位と単位の組み合わせに焦点を当てて
いたが，近年の参考研究ではシンタクスおよびシンタクスを超えて考えるまでの方法へのシフ
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表 1　JpTenTen と BCCWJにおける「高い＋名詞」の上位 100語のコロケーションの比較（一部）
JpTenTen BCCWJ
Adj+N(3842021) 頻度 相対頻度 Adj+N(41632) 頻度 相対頻度
所 33988 8,85 所 493 11,84
評価 30911 8,05 物 391 9,39
物 23027 5,99 評価 237 5,69
レベル 13553 3,53 水準 200 4,80
位置 13548 3,53 伸び 166 3,99
金 9636 2,51 事 162 3,89
事 9148 2,38 レベル 139 3,34
方 8805 2,29 山 138 3,31
技術 8745 2,28 位置 120 2,88
声 7709 2,01 声 92 2,21
人気 5308 1,38 方 90 2,16
山 5268 1,37 割合 89 2,14
確率 5001 1,30 地位 88 2,11
場所 4834 1,26 比率 84 2,02
値段 4575 1,19 値段 64 1,54
買い物 4467 1,16 技術 63 1,51
音 4441 1,16 場所 59 1,42
効果 4099 1,07 数値 56 1,35
為 4067 1,06 音 48 1,15
信頼 3777 0,98 木 47 1,13
水準 3738 0,97 天井 46 1,10
品質 3680 0,96 値 44 1,06
訳 3196 0,83 価格 44 1,06
建物 2970 0,77 目標 41 0,98
気 2806 0,73 成長 40 0,96
数値 2662 0,69 為 36 0,86
値 2629 0,68 時 35 0,84
価格 2599 0,68 確率 35 0,84
天井 2515 0,65 建物 35 0,84
クオリティー 2509 0,65 経済 35 0,84
精度 2419 0,63 価値 35 0,84
筈 2387 0,62 能力 34 0,82
支持 2354 0,61 教育 33 0,79
ハードル 2300 0,60 訳 33 0,79
目標 2299 0,60 金額 32 0,77
ビル 2292 0,60 関心 32 0,77
次元 2275 0,59 次元 32 0,77
奴 2099 0,55 塀 29 0,70

















　データ①と②の形式は，JpTenTenから取り出した「高い /凄い /悪い /早い＋名詞」を例にし
て，それぞれの形容詞の 100列のうち，最上の 5列を表 2と表 3に示す。表 2はデータの左側の
形容詞の頻度，形容詞＋名詞の組み合わせの頻度，形容詞＋名詞の前文脈のデータの一部を示す。
表 2　形容詞と名詞のコロケーションデータの一部（左側）
 イレーナ・スルダノヴィッチ／国立国語研究所論集 6: 135–161 (2013) 149
表 3は，形容詞＋名詞の後文脈のデータ，形容詞の出現形の一部を示す。前後文脈は，コーパス
中に最も高い頻度で現れている 3例ずつを表示する。表 2の「前脈 1」は，コロケーションの前
文脈の代表的な 1単位（「高い位置」を例にとると 、/より /も），「前脈 2+1」は，代表的な 2単







































1 所 8.85 11.84 20.69 3.00 26 買い物 1.16 0.58 1.74 -0.59
2 物 5.99 9.39 15.39 3.40 27 価格 0.68 1.06 1.73 0.38
3 評価 8.05 5.69 13.74 -2.35 28 訳 0.83 0.79 1.62 -0.04
4 レベル 3.53 3.34 6.87 -0.19 29 建物 0.77 0.84 1.61 0.07
5 位置 3.53 2.88 6.41 -0.64 30 目標 0.60 0.98 1.58 0.39
6 事 2.38 3.89 6.27 1.51 31 木 0.42 1.13 1.55 0.71
7 水準 0.97 4.80 5.78 3.83 32 効果 1.07 0.48 1.55 -0.59
8 山 1.37 3.31 4.69 1.94 33 信頼 0.98 0.41 1.39 -0.57
9 方 2.29 2.16 4.45 -0.13 34 次元 0.59 0.77 1.36 0.18
10 声 2.01 2.21 4.22 0.20 35 能力 0.51 0.82 1.33 0.30
11 伸び 0.00 3.99 3.99 3.99 36 ビル 0.60 0.70 1.29 0.10
12 技術 2.28 1.51 3.79 -0.76 37 金額 0.51 0.77 1.28 0.26
13 金 2.51 0.67 3.18 -1.84 38 成長 0.25 0.96 1.21 0.71
14 値段 1.19 1.54 2.73 0.35 39 関心 0.43 0.77 1.20 0.33
15 場所 1.26 1.42 2.68 0.16 40 時 0.36 0.84 1.20 0.48
16 地位 0.41 2.11 2.53 1.70 41 気 0.73 0.46 1.19 -0.27
17 割合 0.29 2.14 2.43 1.85 42 場合 0.51 0.65 1.15 0.14
18 音 1.16 1.15 2.31 0.00 43 筈 0.62 0.53 1.15 -0.09
19 確率 1.30 0.84 2.14 -0.46 44 価値 0.28 0.84 1.12 0.56
20 数値 0.69 1.35 2.04 0.65 45 支持 0.61 0.48 1.09 -0.13
21 比率 0.00 2.02 2.02 2.02 46 温度 0.42 0.65 1.07 0.23
22 為 1.06 0.86 1.92 -0.19 47 給料 0.55 0.50 1.05 -0.04
23 人気 1.38 0.50 1.89 -0.88 48 周波 0.40 0.62 1.03 0.22
24 天井 0.65 1.10 1.76 0.45 49 人 0.47 0.55 1.02 0.08
25 値 0.68 1.06 1.74 0.37 50 ハードル 0.60 0.41 1.01 -0.19



































いを見て取ることができる。図 2では，予想しにくいのは，1）形式が違う（背が高い人“a tall 
person”，「高い人」だけでは伝わらない），2）母語でその組み合わせにならないコロケーション（高
いお金“lots of money”），3）母語では，その組み合わせがあるが，意味の違いがある（高い教育












































































































　予想しにくいコロケーションと予想しやすいものについては，既に 2.2節と 4.5節 3）で述べた。
　本研究では，英語話者の学習者を前提にしてコロケーションの予想を決定している。今後は，
諸言語のコロケーションデータベースの作成を考えているが，その際，予想しにくいコロケーショ




























・  大規模コーパスを 2種利用し，様々なコロケーションを比較した結果，高頻度・中頻度
のコロケーションデータには共通点が非常に多くあったことから，両方のコーパスが実証
的データとして利用されることが有益であるという点を確認できたこと。
・  一方，それぞれのコーパスに特徴があり，ジャンルごとの用法を示すサブコーパスや 2
¹5 品詞としての形容詞が存在しない言語もある。例えば，動詞か名詞がその機能を持つ言語として Eastern 
Ojibwaが挙げられる。
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Description of Adjective-Noun Collocations Based on Large-Scale Corpora:
Towards a Dictionary for Japanese Language Learners
Irena SRDANOVIĆ
University of Ljubljana / Visiting Researcher, NINJAL [–2013.09]
Abstract
Recently, new resources on collocations have emerged, and Japanese language collocation 
dictionaries have appeared, but there is still a lack of descriptive collocation data based on large-
scale contemporary Japanese language corpora. Also, insuffi  cient attention has been given to the 
systematic treatment of collocations in Japanese language textbooks and teaching materials, which 
are created mainly by relying on the intuition and experience of language teachers and specialists. 
Accordingly, the objective of this research is to concentrate on adjective-noun collocations and 
to describe methods for creation of two resources based on large-scale corpora of contemporary 
Japanese (BCCWJ and JpTenTen). Th e fi rst resource is “Adjective-Noun Collocation Data.” It 
uses 500 adjectives as headwords and lists the nouns that combine with each adjective, along with 
context. A total of 23,247 collocations have already been extracted from the ten-billion-word 
corpus JpTenTen. Th e second resource is a “Japanese Language Learner’s Dictionary of Adjective-
Noun Collocations.” It aims at a detailed description of the 25 most frequent basic adjectives, which 
account for 62% of overall Japanese adjective usage. In this paper, the highly frequent adjective 
takai serves as a model to show how the data from the fi rst resource (“Adjective-Noun Collocation 
Data”) can be used as a basis for the creation of a dictionary for Japanese language learners. Th e 
dictionary sorts the modifi ed nouns by diffi  culty levels and arranges them semantically into lexical 
maps, putting emphasis on collocations that are diffi  cult for language learners to predict and 
providing corpus-informed information on register and special usages. Finally, the paper discusses 
some possible theoretical and practical implications. Once the two resources are complete, they 
will provide data currently not available for Japanese that can be used for research on lexis and 
grammar, as well as for the creation of syllabi and language learning materials.
Key words: collocation, corpus, adjectives+nouns, Japanese language education, Japanese linguistics
